
 

 
 

１ 会議の名称  愛媛県松山圏域地域医療ビジョン調整会議 

２ 開 催 日 時  平成２７年１０月２２日（木） 午後７時から午後８時５０分まで 

３ 開 催 場 所  愛媛県中予地方局 ７階 大会議室 

４ 出 席 者  委員２３名（うち代理４名）、随行者３名、事務局等８名 

５ 議   題  松山圏域における医療提供体制のあり方について 

６ 内容（全部公開、傍聴者なし） 

（１）議事 

国の地域医療構想策定支援ツール（必要病床数等推計ツール）により算出した

2025年の医療需要及び必要病床数の推計結果、病床機能報告制度との比較、患者流

出入の状況等について事務局から説明した後、愛媛県地域医療ビジョン戦略会議で

決定された構想区域間の調整方針を踏まえ、松山圏域における医療提供体制のあり

方について検討した。 

検討の結果、本県においては、圏域間の患者流出入の現状、医療資源の偏在、医

師等マンパワーの確保など様々な問題があり、当面は、現在の医療体制を堅持し、

松山圏域が県内をリードしていく必要があることから、当圏域としては、高度急性

期のみならず、全ての機能区分において医療機関所在地ベースの医療需要を採用す

る方針であることを医療対策課に報告し、他圏域との調整協議を行うことで合意を

得た。 

（２）委員の主な意見 

  ○患者が松山圏域に来るのには理由がある。県の基本方針を採用するためには、他 

圏域に患者の受け皿が十分あることを示さなくては無理である。 

  ○急性期以降も必ずしも地元に帰るわけではない。松山に居を定めた息子と一緒に

暮らす場合もあり、松山圏域に医療機能が集中するのはやむを得ず、大きめの受

け皿が必要である。 

  ○松山に住む家族が、最終的に高齢の親を呼んで松山の施設を利用するケースも多

い。介護従事者確保の問題はあるが、松山圏域の受け皿を充実する方向とすべき

である。 

  ○「がん」については、高度急性期以外も各圏域から多数の患者が流入しており、

他の疾患も同様の傾向があるのではないか。これは患者の希望に沿ったものであ

り、今までの流れのとおりで対応していくことは、いたしかたないのではないか。 

○専門医制度がスタートし、特に地方では、内科・外科医の確保がますます困難に

なることが想定され、松山圏域が頑張って機能を充実させていくことが、愛媛県

全体のためになると考えられる。 

○病床機能の区分はあいまいでわかりにくく、少なくとも、病床機能報告と必要病

床数の推計値を比較するのは無理がある。 
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